
2022年 1月 23日（4週目) 主日礼拝                    「キリストに忠実な同労者」（ピレモン 1：23-25）   

 ピレモンへの手紙が一番、聖書の中で短い内容となっている。様々の名前が記載されているが、キリストに忠誠する同労者であった。その人達はチームとして働いていた。パウロ

が監獄に入った所に、ピレモンの奴隷であるオネシモがいた。オネシモは、主人のオネシモの物を窃盗して監獄に入れられた。パウロは、オネシモに対して福音を伝えた。そして、

養育をされて弟子になった。オネシモは、その後に釈放された。それで、パウロは、ピレモンにオネシモを兄弟として受け入れてほしいとお願いをした。ピレモンはオネシモを受け入

れ、オネシモは、重要な伝道者となっていった。どうすれば、キリストに忠実な弟子になることが出来るのか。神様の恵みによってこそ可能である。 

1.正確な契約 2.忠実な同労者たち 3.9 つの旅程 

▲神様の恵みはどのようにして現れるのか。神様の正確な契約を掴み信じる時に神様の恵みが現れる。 

聖書の中で一番言いたい内容は、キリストを信じることである。 

1)キリストに忠誠 

 (1)使 1:1(私は前の書で、イエスが行ない始め、教え始められたすべてのことについて書き) 

・契約を信じるほど自分が祝福をされる。 

・律法は、人間がどうしようもない罪人であることを悟らせるため。 

・キリストは、サタンを打ち砕き、罪を赦し解放をして、福音を伝えて霊を生き返らせて下さった。 

・キリストの明確な印として、ラザロを生き返らせ、キリスト自身が 3 日目に復活をされた。 

・私達の救いを 100％完了された―信じることで、神様の子どもとして変えられた。 

(2)ピレ 1:1(キリスト・イエスの囚人であるパウロ、および兄弟テモテから) 

・私達は、キリストに忠誠を尽くす者となるように。 

・パウロは、キリストの囚人となったという程に、キリストに忠誠を決断した。 

・ツィンツェンドルフが、キリストのために生き、忠誠をする決断をした。 

 －チェコスロバキアの人々がツィンツェンドルフの領土に入ってきて助ける。 

 －チームで 24 時の祈りをする中で、世界宣教をする宣教師となっていった。 

‐プロテスタントで初めて宣教をする。 

 ・キリストのために忠誠を尽くすと決断をするときに、神様の大きな働きが起こる。 

(3)詩編 103:17(主の恵みは、とこしえから、とこしえまで、主を恐れる者の上にある。) 

・「主を恐れる」とは、主を信じる、または、主を愛する者の意味である。 

・主を信じる時に聖霊に満たされて、忠誠を尽くす者となる。 

〇詩編 103:18(主の契約を守る者、その戒めを心に留めて、行なう者に及ぶ。) 

2)大命令－世界宣教 

・神様の大命令は世界宣教の命令である。それに従うように。 

(1)使徒 1:3(イエスは苦しみを受けた後、四十日の間、彼らに現われて、神の国のことを語り) 

・40日の間、神の国のことを語った(世界宣教のことを語る)。 

(2)使徒 27:24(恐れてはいけません。パウロ。あなたは必ずカイザルの前に立ちます。) 

・ネロ皇帝への伝道・宣教のために、パウロは刑務所までも行った。 

(3)伝道・宣教をしてみると、ますます答えが現れるようになる。 

3)聖霊の力 

(1)使徒 1:8－聖霊が臨まれると力を受ける。聖霊の力によって忠誠を尽くす者となれる。 

 (2)詩編 103:19(主は天にその王座を堅く立て、その王国はすべてを統べ治める。) 

・忠誠を尽くす者によって、「王国」がなる。つまり、神の国がなる 

(3)詩篇 103:20-22(主をほめたたえよ。御使いたちよ。みことばの声に聞き従い、みことばを行なう力あ 

る勇士たちよ。主をほめたたえよ。) 

・聖霊の力によって、キリストの為に忠誠を尽くし、世界宣教すると天軍天使が動員されるようになる。 

▲聖霊の力によって、忠誠を尽くす、

同労者の集まりとなれるように。 

1)ピレ 1:23(キリスト・イエスにあっ 

て私とともに囚人となっているエ 

パフラスが) 

・エパフラスはコロサイ教会を担当 

・パウロと一緒に牢屋に投獄された 

2)ピレ 1:24(私の同労者たちであるマ 

ルコ、アリスタルコ、デマス、ルカ 

からもよろしくと言っています。) 

①マルコ‐マルコの屋上の間の 

家主の息子 

・レムナントであった。 

・パウロ、ペテロの伝道に同行。 

・マルコの福音書を書いた。 

②アリスタルコ‐政治家 

・パウロの為にローマまで同行。 

・奴隷となり、パウロと監獄にいた 

③ルカ‐医者 

・ルカはパウロと共にローマに行く 

・ルカの福音書、使徒の働きを記録 

3)ピレモン 

〇ピレ 1:1(愛する同労者ピレモン 

へ。) 

〇ピレ 1:2(姉妹アピヤ、私たちの戦 

友アルキポ、ならびにあなたの家に 

ある教会へ。 ) 

・ピレモンの妻であるアビヤ、息子 

のアルキポと家族単位で献身。 

・自分の家が教会であった。 

・家族全員がキリストに忠誠した。 

・罪を犯したオネシモをピレモンの 

家族は、赦して迎えた。 

1)3キャンプ 

 (1)未来キャンプ‐ただ 

 －未来を見て,なぜただ福音 

であるのかを答えを出す。 

―使 1：1、3、8を掴む。 

(2)祈りキャンプ‐唯一性 

・使 1：1、3、8を祈る。 

(特にキリストに忠誠) 

 ・祈りの中で唯一性が見える 

(3)タラントキャンプ‐再創造 

・自分のタラントが見える。 

・福音の中でタラントと 

現場が繋がり再創造の働き。 

2)3セレモニー 

(1)成人式－タラント 

・一生のタラントが見える 

(2)使命式－専門性 

・一生の専門性が見える。 

(3)派遣式－現場性 

・神様が用意した現場が見え 

て、私が現場に入っていく。 

3)3灯台 

(1)プラットフォーム 

・人々がついて来る。 

(2)見張り台 

・敵から守る見張り人になる 

(3)霊的アンテナ 

 ・神と現場を繋げるアンテナ 

 ▲結論-祈り 24(世界宣教の為) 

・5～30分の祈りリレー参加 

・私、家族、教会が 

キリストに忠誠して、 

世界宣教に用いられ、 

聖霊に満たして下さい。 

・詩編 91:6－7、13の祝福 



現場地教会（2022 年 1月 23 日～2022年 1月 29日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】          「キリストに忠実な同労者」（ピレモン 1：23-25）    

  

【讃美】                    355 召されたこの身は 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 

 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

1. 悪魔の奴隷だった私を神様の子供にされたキリストに忠誠し、大命

令である世界宣教を決断して、聖霊充満を求めるとき、必要なすべて

の 5つの力をくださることを感謝します。 

2. これまで悪魔と罪に忠誠を奪われていましたが、キリストを信じる

レベルを超えてキリストへの忠誠を回復するとき、世界宣教する教会

になることを信じます。 

3. 自分の力ではなく、24 時祈りリレーを通して聖霊充満を受け、9

つの旅程を通して世界宣教に用いられる、キリストに忠実な同労者に

なりますように。 

 

 

 

お知らせ 

 

 

〇主任牧師宣教学講義 

1 月 24 日(月曜日)14：00～18：30 

   25 日(火曜日)9：30～17：30 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

 

 

 

 


